
    

  自分でできる！蚊の発生対策  

 

誰でも蚊に吸血されてかゆみに悩まされたことがあると思います。 

蚊は様々な感染症を媒介する場合があります。 

蚊の発生を抑えることにより，快適な生活環境と健康を守りましょう。 

 

                
                            

■蚊の種類にもよりますが，成虫が水たまりに卵を産み付けてから約２週間で

成虫になると言われています。 

■蚊の発生を抑制する対策としては，成虫になってから駆除するよりも，幼虫

（ボウフラ）が発生しないような対策（=水たまりを無くす）をとったほうが

効果的であると言われています。 

■日頃から家の周りなど見回って，発生源となる水たまりを無くしましょう。 

  

【身近な蚊の発生源の例】 

   

屋外放置の空き缶や空き瓶 

撤去するか，雨の当たらな

い場所に移動する。 

屋外の古タイヤ 

撤去するか，雨の当たらな

い場所へ移動する。 

屋外のバケツやたらい 

不必要なものは撤去し，散

水用の貯水等で必要な場合

はこまめに交換する。 

   

雨水升 

定期的に清掃する。 

植木鉢の受け皿 

こまめに捨て，水を溜まっ

たままにしない。 

庭先の水がめ（水生植物） 

水をこまめに交換し，清掃

する。 
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